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横引き工法 横引きローラー工法
基礎コンクリート上に横引き装置（ウレタン材コロ装置）を直接載せて、コロの原理で製品の移動を行う簡便な
工法です。

特　長
1. クレーンの使用が困難な場所での工法です。
2. 細工する必要はありません。
3. 摩擦係数は約０．０７で移動可能です。
4. 搬送機械として一般的な小型バックホウ、
ウィンチ等が使用でき、簡単に移動できます。

5. 騒音、ほこりなどはほとんどありません。
6. 安全性が高く、誰にでもできる工法です。

横引きローラー工法は、基礎コンクリート（金鏝押さえ）上に、横引き装置（コロ装置ウレタン材）を設置し、その装置上にPca
製品を荷下ろし、人力及び搬送機械（小型バックホウ等）を使用して設置位置まで搬送・据え付ける工法です。

●型式　UWB-5E
能力 5ton

全高（W） 402mm

幅（L） 293mm

高さ（H） 134mm

ブラケット間隔（B） 120mm

ブラケット間隔（C） 112mm

ハンドルピン穴径（D） 26∅

ターンテーブル径（T） 180∅

ターンテーブル穴径（M） 20∅

ウレタン車輪径 100mm

ウレタン車輪幅 110mm

ウレタン車輪個数 4個

適合操作ハンドル 5H-05

質量 35.5kg

●型式　G-100
爪許容荷重 5ton

頭部許容荷重 10ton

ストローク 130mm

爪最低位置 22mm

爪長さ 55mm

爪幅 75mm

ベース幅 183mm

ベース長さ 262mm

本体高さ 288mm

質量 21kg
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横引きローラー（イーグルローラー） 爪付きジャッキ

■横引きローラー工法概要

前方ハンドル
操作

バックホウ運転
後方ハンドル操作

職長

進行方向

道路 河川 砂防 下水道 公園 宅地 擁壁 農政 階段 法面 防災
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据付済
ブロック

据付済
ブロック

ミニバックホウ

（例 1）：クレーン

（例 2）：ミニバックホウによるもの

図 3　ウインチ等による横移動

ローラー

図 4-4　ミニバックホウによる横移動
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図 2　横引きローラーセット図
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図 1　基礎の形状

横引きローラー工法によりPCa製品の搬送を行う場合、その走行は基礎コンクリート上面に直接ローラーを載せて走行させま
す。そのため、走行性能を向上させるために基礎コンクリート面の仕上げは平滑に仕上げます。
※横引きローラー工法は、コロの原理を応用した工法です。横引きローラーの走行抵抗が一般的に0.07であるため平滑で走行性に影響を及ぼさない
ように基礎コンクリートの表面は原則、金鏝仕上げとします。

横引きローラー据付工は、荷降しクレーンでPCa製品を基礎コンクリート上に降ろし、それを目的地まで移動する一連
の作業をいいます。

基礎寸法

■基礎について

■横引きローラー据付工

拡大図

平面図

基礎の諸寸法は、PCa製品の形状、質量により決定します。ただし、施工条件や現場条件により基礎寸
法を決定する場合には、別途検討の上決定します。
※横引きローラー工法の基礎コンクリート形状寸法は、図1を標準とします。

※横引きローラーの標準配置は4個を1セッ
トとして質量バランスを考慮して配置します。

※横引きローラー工法の適用にあたって
は、移動機械（ミニバックホウ、ウインチ）に
よる制約条件（内空幅・内空高）を考慮して
決定してください。側壁部外側の作業空間
は最小幅８０cm以上を必要とします。

●寸法表 （単位：㎜）
呼び寸法 t1 t2

　600 × 600 ～ 1000 × 1500 100 150
1100 × 1100 ～ 2000 × 2000 150 200
2200 × 1800 ～ 3500 × 2500 200 250

＊基礎の厚さは、全国ボックスカルバート協会規格を参照した。
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図 4　ミニバックホウによる横移動
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図 4-5　爪付ジャッキによる横引きローラー引き抜き

　　横引きローラー工法

1 荷降し工 3 据付工2 移動工

現地に搬入されたPCa製品は、所定
の能力を有するトラッククレーンで
基礎コンクリート上に吊り下ろしま
す。それに先立ち、基礎コンクリー
ト上に横引きローラーを所定数設
置します。

横引きローラー上にPCa製品を
設置し、PCa製品を目的地まで搬
送します。現場条件や施工条件
によっては移動方法と手段の検
討を行い、迅速な施工が出来るよ
うに計画します。

所定の位置まで搬送したPCa製品
を爪付ジャッキでジャッキアップし、
横引きローラーを撤去します。 
次にジャッキダウンを行い所定の高
さに製品を据え付けた後、敷モルタ
ルをサイドから未施工部分に敷き
つめます。

ウインチ等による横移動

横引きローラーセット図




